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本
論
文
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
の
新
島
書
簡
二
巻
に
あ
る
、
は
が
き
、
書
簡
、
下
書
き

等
の
文
書
一
式
で
あ
る（

（
（

。
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
書
簡
類
を
時
間
順
序
で
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
一
】
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
九
月
十
一
日　
　

は
が
き　
『
全
集
』
三　

四
七
六
書
簡　

徳
富
猪
一
郎
宛（

（
（

【
二
】
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
十
月
七
日　
　
　
『
全
集
』
三　

四
八
一
書
簡　

徳
富
猪
一
郎
宛

【
三
】
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
十
一
月
十
六
日　
『
全
集
』
三　

五
〇
六
書
簡　

徳
富
猪
一
郎
宛

【
四
】
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
十
二
月
六
日　
　
『
全
集
』
三　

五
二
七
書
簡　

徳
富
猪
一
郎
宛

【
五
】
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
四
月
十
三
日　
　
「
福
島
之
有
志
家
ニ
送
ル
書
状
之
下
書
」
と
あ
る
も
の

【
六
】
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
五
月
五
日　
　
　
『
全
集
』
四　

六
三
三
号
書
簡　

徳
富
久
子
宛

【
七
】
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
十
一
月　
　
　
　
『
全
集
』
四　

七
六
〇
号
書
簡　

徳
富
猪
一
郎
宛

【
五
】
の
書
簡
下
書
き
は
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
に
出
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版
さ
れ
た
『
新
島
先
生
書
簡
集
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
全
集
』
で
は
す
べ
て
「
森
中
章
光
写
」
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
こ
れ

ら
文
書
の
原
本
が
す
べ
て
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
今
回
の
調
査
で
宛
先
、
添
書
き
、

お
よ
び
発
信
の
日
付
が
判
明
し
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
付
け
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
文
書
類
の
他
の
書
簡
と
の

つ
な
が
り
や
書
か
れ
た
状
況
が
従
前
よ
り
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
何
の
順
序
だ
て
も
な
く
表
装
さ
れ
て
い
る
書
簡
類
で

あ
る
が
、
本
稿
で
は
書
か
れ
た
年
月
日
順
に
考
察
す
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
は
詳
細
に
つ
い
て
、
順
次
見
て
行
き
た
い
。『
全
集
』
に
す
で
に
注
記
の
あ
る
場
合
も
多
い
が
、
本
稿
で
は
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
を
中
心
に
記
述
す
る
。
ま
た
、『
全
集
』
と
異
な
る
箇
所
は
太
字
で
示
す
。

【
一
】
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
九
月
十
一
日　

は
が
き
『
全
集
』
三　

四
七
六
書
簡

（
は
が
き
表
）

　

東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

　
　
　
　

徳
富
猪
一
郎
様

　
　
　
　

伊
香
保　

新
島
襄

　
　
　

九
月
十
一
日

　
　

 

（
消
印
）

　

上
野

　

伊
香
保
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五
五

　

二
十
一
年
九
月
十
一
日

　
　

 

（
う
ら
本
文
）

　

秋
氣
俄
ニ
催
来
候
ニ
付

　

小
生
も
可
相
成
ハ
都
合
致
し
来

　

十
七
八
日
比
迄
ニ
者
当
所
出
発
途
中

　

両
三
日
中
逗
留
之
上
帰
京
之

　

積
ニ
候
間
豫
御
知
申
上
置
候
國
民
之
友

　

未
タ
御
配
達
無
之
奉
待
居
候

こ
れ
は
新
島
が
静
養
の
た
め
伊
香
保
に
滞
在
し
た
お
り
、
徳
富
に
出
し
た
葉
書
で
あ
る
。
宛
名
お
よ
び
消
印
が
今
回
判
明
し
た
。

こ
の
三
日
前
の
九
月
八
日
に
徳
富
に
書
簡
（『
全
集
』
三　

四
六
八
書
簡
）
を
送
っ
て
お
り
、
そ
の
付
言
と
し
て
読
め
る
。
書
簡
で
は
、

「
未
タ
帰
京
之
時
日
ハ
取
極
不
申
候
」
と
書
き
、「
先
当
分
ハ
別
ニ
新
計
画
も
無
之
」
と
当
面
は
伊
香
保
で
療
養
す
る
つ
も
り
を
示
唆

し
て
い
た
新
島
で
あ
る
が
、
数
日
で
体
調
が
整
っ
て
き
た
の
か
、
こ
の
葉
書
で
は
帰
京
の
日
程
を
知
ら
せ
て
い
る
。
新
島
は
十
八
日

に
東
京
に
戻
り
、
そ
の
後
東
京
で
大
学
設
立
運
動
の
た
め
に
活
動
し
、
京
都
に
は
十
月
二
十
五
日
に
戻
っ
て
い
る
。

「
國
民
之
友
未
タ
御
配
達
無
之
奉
待
居
候
」
と
、
新
島
は
『
國
民
之
友
』
を
早
く
手
に
し
た
い
様
子
で
あ
る
。
九
月
八
日
の
書
簡

と
の
続
き
で
考
え
れ
ば
、
そ
の
書
簡
に
「
御
申
越
之
建
白
云
々
ハ
至
極
之
事
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徳
富
が
話
題
に
し
た
「
建

白
」、
す
な
わ
ち
「
基
督
教
公
許
の
建
白
」
に
関
連
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る（

（
（

。
注
意
し
た
い
の
は
、
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六

徳
富
が
新
島
に
「
建
白
」
の
件
を
話
し
た
後
、
事
態
が
複
雑
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
新
島
は
、
建
白
書
の
件
は
至
極
尤
も
で

あ
り
、「
青
年
会
員
カ
弥
建
白
ニ
被
及
候
時
ニ
ハ
拙
名
も
御
加
入
な
し
被
下
度
候
」
と
、
皆
が
建
白
書
を
提
出
す
る
期
が
訪
れ
た
際

は
自
分
の
名
前
も
賛
同
者
の
中
に
い
れ
て
も
ら
っ
て
よ
い
、
と
書
い
て
い
る
。
後
日
、
こ
の
建
白
書
の
連
名
者
に
は
新
島
の
名
が
書

き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

（
（

。

基
督
教
公
許
の
建
白
を
出
す
趣
旨
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
政
府
が
公
的
に
宗
教
と
し
て
認
め
た
と
い
う
事
実
が
な
く
、
曖
昧
な
態
度

に
終
始
し
て
い
る
こ
と
が
様
々
な
困
難
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
事
態
を
改
め
公
に
認
め
る
よ
う
に
要
望
書
を
提
出
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
建
白
書
の
提
出
は
九
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
二
日
前
に
発
行
さ
れ
た
『
基
督
教
新
聞
』

に
は
、「
政
府
は
何
が
故
に
基
督
教
を
日
本
国
内
に
公
許
せ
ざ
る
や
」
と
い
う
社
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
同
時
に
、
こ
の
社
説
の
内
容

よ
り
厳
し
い
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
た
、
高
橋
五
郎
に
よ
る
英
文
の
書
簡
が
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
』（Japan 

W
eekly M

ail

）
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
英
文
書
簡
に
は
、「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
い
ま
だ
に
多
く
の
不
都
合
に
さ
ら
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
時
に
は
迫
害
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る（

（
（

」
等
、
仏
教
徒
や
神
道
の
場
合
に
許
さ
れ
て
い
る
権
利
が
認
め
ら
れ
ず
、
教

会
は
破
壊
さ
れ
牧
師
は
攻
撃
さ
れ
、
埋
葬
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
日
本
で
の
キ
リ
ス
ト
教
者
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、

「
迫
害
」（persecution

）
と
い
う
語
を
頻
繁
に
用
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。
英
米
に
お
い
て
非
国
教
会
徒
、
異
教
徒
な
ど
の
迫

害
の
歴
史
は
古
く
か
ら
あ
る
が
、
こ
の
文
章
は
そ
う
し
た
宗
教
上
の
弾
圧
を
日
本
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
め
て
叙
述
し
た
と
も
読
め
る

ほ
ど
修
辞
的
に
み
て
も
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
英
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
不
平
等
条
約
の
解
消
に
苦
心
し
て
い
る
当
時
の
日

本
の
立
場
か
ら
見
て
、
都
合
の
悪
い
も
と
の
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
だ
っ
た
。
当
然
の
ご
と
く
建
白
が
出
さ
れ
た
同
日
の
『
朝
野

新
聞
』
に
、「
不
平
を
外
国
に
訴
へ
而
し
て
之
が
勢
力
を
藉
り
来
た
り
て
其
望
を
遂
げ
ん
と
欲
す
る
も
の
」（
杉
井　

二
三
四
頁
）
と

し
て
、
英
文
に
よ
る
訴
え
が
強
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、
有
力
新
聞
の
多
く
で
こ
の
話
題
が
論
じ
ら
れ
た
。
論
調
の
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七

多
く
は
、
賛
否
に
つ
い
て
は
措
い
て
、
訴
え
の
意
義
や
重
要
性
を
保
留
し
て
い
る
よ
う
な
態
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
記
事
が
一
通

り
出
さ
れ
た
あ
と
、
十
月
五
日
と
十
九
日
に
『
國
民
之
友
』
で
「
基
督
教
公
許
の
建
白
」
と
題
し
た
記
事
が
出
さ
れ
た
が
、
す
で
に

多
く
が
論
じ
ら
れ
た
後
で
あ
り
い
さ
さ
か
賞
味
期
限
切
れ
の
感
が
あ
り
、
と
く
に
十
九
日
の
論
説
記
事
は
、
繰
り
返
し
が
多
く
文
章

の
精
彩
は
今
ひ
と
つ
と
い
う
顛
末
と
な
っ
た
。

そ
の
後
新
島
と
徳
富
の
間
で
、
こ
の
建
白
書
に
つ
い
て
何
が
し
か
の
意
見
交
換
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

【
二
】
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
十
月
七
日
『
全
集
』
三　

四
八
一
書
簡

こ
れ
は
大
学
設
立
運
動
の
た
め
東
京
滞
在
中
の
新
島
が
、
徳
富
に
渡
し
た
手
紙
で
あ
る
。
封
筒
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
が
、「
徳
富
様　

御
親
展
」、「
徳
富
兄
」
と
宛
名
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
は
こ
れ
ま
で
欠
落
し
て
い
た
部
分
で
あ
る
。

「
徳
富
様
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
赤
坂
榎
坂
に
あ
る
徳
富
邸
に
何
ら
か
の
形
で
持
参
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
冒
頭
の
「
先
日

貴
覧
ニ
呈
セ
し
材
料
」
と
は
、
十
月
四
日
に
新
島
が
徳
富
と
面
会
し
た
際
、
教
会
合
同
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
が
、
そ
の
時
に

見
せ
た
資
料
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
全
文
を
引
用
す
る
。

徳
富
様

　
　

御
親
展

先
日
貴
覧
ニ
呈

セ
し
材
料
之
外
又
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五
八

別
ニ
手
ニ
入
申
候
間

御
覧
ニ
入
申
候
以
上

十
月
七
日　
　
　

新
島
襄

徳
富
兄

番
町
会
よ
り
ハ
人
見
君
の
手

よ
り
導
カ
レ
タ
ル
青
年

　
　
　

昨
夕

輩
四
人　
　

来
訪
懇
々

談
し
候
ハ
ヽ
大
ニ
解
ス
ル
所

ア
ル
ニ
似
タ
リ
必
ラ
ス
他
日
ノ

　
　
　

相
成
リ

応
援
ト　

可
申
ト
存
候

延
期
草
案
ハ
粗
出
来

申
候

文
中
、「
人
見
君
」
と
あ
る
の
は
人
見
一
太
郎
（
一
八
六
五
―
一
九
二
四
）
で
、
徳
富
の
大
江
義
塾
で
学
び
、
そ
の
後
『
國
民
之
友
』

『
国
民
新
聞
』
の
記
者
と
な
っ
た
。
こ
の
時
は
番
町
教
会
か
ら
人
見
の
紹
介
で
青
年
た
ち
四
人
が
訪
問
し
、
親
し
く
話
を
し
て
新
島
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も
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
人
見
か
ら
は
新
島
宛
に
十
月
九
日
付
の
書
簡
で
、
新
島
を
訪
ね
る
予
定
の
人
々
に
つ
い
て
、

お
よ
び
関
西
一
円
の
教
会
の
様
子
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
き
て
い
る
。
こ
の
あ
と
も
、
人
見
は
度
々
新
島
に
書
簡
を
送
り
、
教
会
合
同

の
議
決
を
さ
せ
ず
阻
止
す
る
べ
く
活
動
し
て
い
る
。
新
島
は
こ
う
し
た
人
見
に
対
し
て
、
徳
富
を
通
じ
て
旅
費
を
渡
し
て
い
る
（『
全

集
』
三　

四
七
九
書
簡
）。
新
島
の
書
簡
中
に
あ
る
「
延
期
草
案
」
は
、
教
会
合
同
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
三
】
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
十
一
月
十
六
日
『
全
集
』
三　

五
〇
六
書
簡　

徳
富
猪
一
郎
宛

こ
れ
は
徳
富
が
京
都
に
滞
在
し
、
同
志
社
で
の
講
演
を
行
い
、
翌
日
植
木
枝
盛
（
一
八
五
七
―
九
二
）
を
同
志
社
に
案
内
し
た
折

に
、
新
島
が
徳
富
の
滞
在
先
ま
で
届
け
さ
せ
た
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
日
付
の
十
一
月
十
六
日
に
は
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨

意
」
が
『
國
民
之
友
』
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
宛
名
書
き
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
判
明
し
た
。
冒
頭
の
部
分
で
あ

る
。

三
条
小
橋
西
萬
屋

　

徳
富
猪
一
郎
様

　
　

乞
御
回
答

　
　
　

新
島
襄

昨
夜
者
心
棒
出
来
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収
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六
〇

兼
殊
ニ
夜
氣
温
和
ニ

候
間
規
則
を
敗
り
御
談
し

拝
聞
ニ
罷
出
聴
衆

之
末
席
ニ
坐
し
居

候
処
不
図
も
意
外
之

　
　
　
　
　

ヨ
リ
大
ニ

否
分
外
之
御
詞
ニ　

亀

縮
仕
聴
衆
ト
共
ニ
早
々

散
去
致
し
御
辞
も
相
懸
け

不
申
シ
ハ
甚
御
無
礼

候
得
共
不
得
止
次
第
ニ
而

引
去
申
候
本
日
又
々
植
木

氏
之
御
案
内
被
下
御
苦
労
ト

奉
鳴
謝
候
又
御
帰
ガ
ケ

御
案
事
被
成
御
尋

被
下
候
よ
し
奉
多
謝
候
只
今

　
　

さ
し

別
に
□
障
も
無
之
相
覚
申
候
間
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六
一

御
安
心
可
被
下
候
扨
明
十
七
日

午
後
六
時
ニ
晩
餐
を
呈
度

人
見
君
御
出
テ
ナ
ラ
ハ
御
同
伴

御
来
車
被
下
度
候
尤
も

極
手
軽
な
る
晩
め
し
に

候
間
左
様
思
召
被
下
度
候

金
森
氏
も
相
招
而
楼
と

為
し
度
候
右
得
貴
意
度

艸
々
敬
具

十
一
月
十
六
日　

新
島
襄

　
　
　
　
　

夜

徳
富
猪
一
郎
兄

こ
の
書
簡
で
は
、
人
見
が
一
緒
で
あ
れ
ば
、
当
時
社
長
代
理
と
し
て
同
志
社
を
任
さ
れ
て
い
た
金
森
も
交
え
て
、
会
食
で
も
ど
う

か
と
新
島
は
誘
っ
て
い
る
。同
志
社
大
学
設
立
運
動
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
々
を
一
堂
に
会
し
て
と
い
う
訳
で
あ
る
が
、「
乞
御
回
答
」

と
、
徳
富
に
念
を
押
す
よ
う
に
こ
れ
で
い
い
か
早
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
旨
書
き
添
え
て
い
る
。

こ
の
時
、
徳
富
は
植
木
枝
盛
と
は
す
で
に
顔
見
知
り
で
あ
っ
た
。
植
木
は
土
佐
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し

板
垣
退
助
と
行
動
を
共
に
し
、
後
に
は
政
治
家
と
な
っ
た
。
徳
富
よ
り
六
歳
年
長
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
の
夏
、
徳
富
が
『
新
日
本
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六
二

之
青
年
』
の
原
稿
を
携
え
て
高
知
に
居
た
板
垣
を
訪
ね
た
際
、
数
日
に
渡
っ
て
会
談
し
ま
た
行
動
を
共
に
し
た
の
は
植
木
で
あ
っ
た
。

植
木
の
残
し
た
日
記
に
よ
る
と
、
同
年
七
月
二
十
四
日
、
植
木
が
高
知
市
内
に
宿
を
取
っ
て
い
た
徳
富
を
訪
ね
、
翌
日
の
夜
徳
富
が

植
木
を
訪
ね
、
そ
の
後
三
十
日
ま
で
往
来
を
し
て
い
る（

（
（

。
旧
知
の
二
人
で
あ
る
が
、
植
木
が
『
國
民
之
友
』
に
寄
稿
し
、
ま
た
徳
富

に
自
著
の
出
版
を
相
談
す
る
間
柄
で
あ
り
、
新
島
に
と
っ
て
は
徳
富
の
案
内
は
至
極
望
ま
し
い
も
の
に
見
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
植
木
の
日
記
に
よ
る
と
、
当
日
同
志
社
生
徒
を
前
に
新
島
と
金
森
が
話
を
し
た
が
、
二
人
の
求
め
で
植
木
も
講
話
を
し
た
よ
う

で
あ
る（

（
（

。

【
四
】
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
十
二
月
六
日
『
全
集
』
三　

五
二
七
書
簡　

徳
富
猪
一
郎
宛

こ
の
書
簡
は
、「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」
が
各
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
直
後
、
全
国
各
地
の
資
産
家
、
有
志
の
人
々
に
向

け
て
同
志
社
大
学
設
立
の
支
援
を
頼
み
た
い
と
、
新
島
が
徳
富
に
依
頼
し
て
い
る
も
の
で
、
三
十
の
府
県
の
名
前
が
箇
条
書
き
に
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
府
県
で
の
活
動
状
況
、
今
後
の
対
策
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
の
内
容
は
す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も

の
と
漢
字
表
記
の
若
干
の
異
同
以
外
同
じ
文
面
で
あ
る
が
、
封
書
が
今
回
確
認
さ
れ
た
た
め
、
宛
名
等
の
み
を
記
載
す
る（

（
（

。
こ
の
書

簡
の
文
書
の
紙
面
構
成
は
端
正
で
、
新
島
の
緻
密
な
性
格
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
書
面
に
つ
い
て
は
口
絵
を
参
照
さ
れ
た
い
。

東
京
々
橋
区
日
吉
町
二
十
番
地

民
友
社

徳
富
猪
一
郎
兄
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封西
京
寺
町
通
丸
太
町

新
島
襄

至
急
頼
事

新
島
は
、
各
地
域
へ
の
対
策
を
記
し
た
あ
と
で
、「
何
卒
静
岡
以
東
ノ
所
貴
兄
之
御
手
ニ
而
御
負
擔
被
下
候
様
奉
切
望
候
右
大
至

急
得
貴
意
如
此
候
」
と
、
静
岡
よ
り
東
の
地
域
は
徳
富
に
任
せ
た
い
、
そ
れ
で
構
わ
な
い
か
ど
う
か
君
の
意
見
を
至
急
聞
き
た
い
の

で
よ
ろ
し
く
頼
む
、
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
封
書
に
「
至
急
頼
事
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
新
島
は
全
国
に
展
開
す
る
同
志
社
大

学
設
立
運
動
の
展
開
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
心
に
描
き
な
が
ら
、
気
が
急
く
思
い
を
し
て
い
る
の
か
、
打
て
ば
響
く
よ
う
な
徳
富
か
ら
の

反
応
を
待
ち
か
ね
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

【
五
】
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
四
月
十
三
日
「
福
島
之
有
志
家
ニ
送
ル
書
状
之
下
書
」

こ
の
下
書
き
が
こ
れ
ま
で
翻
刻
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
森
中
氏
が
筆
写
し
な
か
っ
た
か
ら
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
何
ら
か
の
事
情

で
書
簡
類
と
見
な
さ
れ
ず
、
看
過
さ
れ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、『
書
簡
集
』
出
版
の
た
め
の
調
査
か
ら
は
漏
れ
た

こ
の
下
書
き
が
、
い
つ
他
の
書
簡
と
ま
と
め
ら
れ
て
成
簣
堂
文
庫
の
巻
物
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
徳
富
は
明
治
期
か
ら
大
正
期
ま

で
に
蒐
集
し
た
稀
覯
本
を
多
数
含
む
蔵
書
を
ま
と
め
た
十
万
冊
と
も
い
わ
れ
る
書
籍
一
式
を
、
成
簣
堂
文
庫
と
名
付
け
書
庫
を
建
立

し
、
折
を
見
て
は
自
ら
も
整
理
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
人
の
趣
味
の
集
大
成
で
あ
り
老
後
の
愉
み
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
成
簣

堂
文
庫
の
売
却
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
故
で
あ
り
、
か
な
り
の
家
計
の
逼
迫
が
影
響
し
て
い
る
。
逝
去
し
た
長
男
家
族
も
養
い
多
数
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六
四

の
秘
書
を
抱
え
る
生
活
の
中
、『
国
民
新
聞
』
も
退
き
定
期
的
な
収
入
は
途
絶
え
て
い
た
。
本
人
の
健
康
状
態
は
必
ず
し
も
良
好
で

な
か
っ
た
。
成
簣
堂
文
庫
に
残
さ
れ
た
新
島
関
係
の
書
簡
、
文
書
は
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
年
）
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
成
簣
堂
善
本

書
目
』
に
は
な
く
、
徳
富
が
譲
渡
す
る
書
籍
や
文
書
を
詳
細
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
成
簣
堂
の
書
庫
の

中
に
置
か
れ
た
ま
ま
取
り
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
ま
ず
は
推
測
で
き
る
。
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
た
時
期
は
、
森
中
氏
が
調
査
を

終
え
、
徳
富
が
伊
豆
に
居
を
移
す
間
の
昭
和
十
八
年
ま
で
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
こ
と
か
も
知
れ
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

徳
富
が
実
際
に
ど
こ
ま
で
指
示
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
良
く
分
か
ら
な
い
が
、
新
島
の
遺
品
を
常
日
頃
か
ら
大
切
に
扱
っ
た
徳
富

の
言
葉
に
よ
っ
て
、
巻
物
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
は
推
測
で
き
る
。

本
書
簡
は
、
新
潟
、
福
島
と
同
志
社
設
立
の
た
め
の
募
金
運
動
を
展
開
し
て
い
た
綱
嶋
佳
吉
の
求
め
に
よ
り
、
福
島
の
有
力
者
に

新
島
か
ら
依
頼
状
を
送
る
件
を
め
ぐ
っ
て
、
新
島
が
再
度
書
状
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
、『
全
集
』
に
は
、
四
月
上
旬
の

書
簡
と
し
て
、「
福
島
に
お
け
る
有
志
家
」（『
全
集
』
四　

六
一
五
書
簡
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
簡
は
そ
の
あ
と
に
書

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

事
の
次
第
を
時
間
順
序
で
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
明
治
二
十
二
年
四
月
二
日
に
、
神
戸
の
諏
訪
山
和
楽
園
か
ら
京
都
に

戻
っ
て
い
た
新
島
に
宛
て
て
、
綱
嶋
佳
吉
か
ら
書
状
が
届
い
た
（
三
月
二
十
八
日
付
、『
全
集
』
九
下　

五
四
一
書
簡
）。「
同
志
社

大
学
設
立
募
金
日
記
」
に
、「
福
島
ノ
綱
島
佳
吉
兄
ヨ
リ
、
左
之
人
々
ニ
依
頼
状
ヲ
遺
ス
ヘ
キ
旨
催
促
シ
来
ル
」（『
全
集
』
五　

四

五
二
頁
）
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
四
月
五
日
に
は
、
新
島
は
、
数
人
の
人
々
に
依
頼
状
を
送
付
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
際
の
文

面
の
下
書
き
が
、
す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
「
福
島
に
お
け
る
有
志
家
」
の
書
状
で
あ
る
。
四
月
八
日
に
は
、
新
島
は
再
び
神
戸
に

来
て
、
ダ
ッ
ド
レ
ー
氏
宅
に
滞
在
し
た
が
、
同
日
付
で
、
綱
嶋
佳
吉
が
新
島
に
書
状
を
出
し
て
い
る
（『
全
集
』
九
下　

五
五
七
書
簡
）。

こ
の
書
状
に
応
じ
た
形
で
、
新
島
が
再
び
福
島
の
有
志
家
に
宛
て
て
書
い
た
も
の
が
、
本
書
簡
下
書
き
で
あ
る
。
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六
五

そ
れ
で
は
、『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
書
簡
の
関
連
箇
所
と
と
も
に
、
こ
の
下
書
き
の
内
容
を
見
て
行
き
た
い
。

（
綱
島
の
依
頼
で
書
い
た
書
状
の
一
つ
の
下
書
き
）

粛
啓
、
陳
者
敝
社
之
計
画
ニ
関
ハ
リ
候
私
立
大
学
創
立
費
募
集
之
為
、
小
生
之
友
人
綱
島
佳
吉
ト
申
者
、
先
般
来
御
地
方
於
而
奔
走

致
し
呉
候
処
、
小
生
よ
り
も
特
ニ
一
書
を
呈
し
貴
下
迄
御
依
頼
可
申
上
旨
申
来
来
［
候
］
付
、
未
タ
拝
芝
之
栄
を
蒙
ラ
さ
る
も
敢
而

寸
書
を
呈
し
、
右
大
学
御
賛
成
之
義
を
御
願
ひ
、
且
広
く
御
知
人
中
を
も
御
誘
導
被
成
下
度
悃
願
之
至
ニ
不
堪
候
、
右
大
学
ニ
付
自

然
御
質
議
等
有
之
候
ハ
ハ
綱
島
氏
へ
詳
細
御
問
合
被
下
度
奉
希
候
（
以
下
略
）

�

（『
全
集
』
四　

六
一
五
書
簡
）

（
新
島
か
ら
送
ら
れ
た
書
状
に
対
す
る
綱
島
の
意
見　

抜
粋
）

扨
て
今
日
落
掌
仕
候
御
書
面
を
一
読
仕
候
処
、
其
筆
力
と
云
ひ
文
字
と
云
ひ
先
日
落
手
仕
候
も
の
と
は
大
に
ち
が
ひ
、
且
ツ
御
書
面

中
「
小
弟
よ
り
特
に
一
書
を
呈
し
貴
下
迄
御
依
頼
可
申
旨
申
来
候
ニ
付
」
云
々
の
語
を
見
て
何
に
か
小
弟
当
地
に
あ
り
て
頻
に
同
志

社
の
為
に
奔
走
し
、
更
に
先
生
に
乞
ふ
て
依
頼
状
を
促
し
た
る
様
に
思
ハ
れ
て
、
如
何
に
も
不
穏
当
の
様
に
見
ら
れ
、
之
れ
で
は
有

志
者
の
精
神
を
ひ
き
起
す
に
於
て
大
に
力
を
失
ハ
は
さ
る
や
を
恐
れ
申
候
、
固
よ
り
小
弟
は
大
学
設
立
主
意
書
を
携
へ
て
懇
々
相
説

き
相
す
ゝ
め
申
候
得
共
、
先
生
よ
り
の
御
書
面
殊
に
数
十
年
来
の
御
精
神
を
吐
露
セ
る
御
面
書
を
以
て
人
々
を
促
す
時
は
非
常
な
る

力
な
る
を
覚
へ
申
候
、
且
ツ
之
を
受
く
る
者
に
於
て
は
可
出
来
丈
丁
寧
に
長
く
き
れ
ひ
に
感
楮
を
惹
起
す
る
様
に
語
り
た
る
書
面
に

接
す
る
時
は
、
大
に
其
心
情
を
真
に
し
、
遂
に
憤
撥
心
を
お
こ
す
に
至
る
べ
し
、
斯
く
云
へ
は
何
に
か
ポ
リ
シ
ー
の
様
に
聞
こ
ゆ
れ

と
も
之
れ
決
し
て
ポ
リ
シ
ー
に
あ
ら
ず
、
故
に
小
弟
茲
に
失
礼
を
か
へ
り
見
ず
重
て
御
依
頼
申
上
候
、
御
書
面
の
初
に
あ
に
敝
社
之
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六

計
画
云
々
特
に
一
書
を
呈
し
云
々
等
の
語
を
委
［
悉
］
皆
と
り
の
ぞ
き
被
下
候
て
可
成
丈
御
書
面
の
筆
者
に
御
依
頼
被
下
度
、
且
ツ

可
出
来
丈
先
生
の
御
精
神
を
書
中
に
御
あ
ら
ハ
し
被
下
度
、
斯
か
る
事
を
申
上
候
は
恐
縮
の
到
な
れ
と
も
同
志
社
を
思
ふ
て
聊
カ
之

れ
か
為
に
尽
力
す
る
小
弟
の
老
婆
心
御
免
し
被
下
度
奉
願
候

�

（『
全
集
』
九
下　

五
五
七
書
簡　

レ
点
、
ル
ビ
は
省
略
）

綱
島
は
、
こ
の
と
き
に
先
立
っ
て
同
年
二
月
五
日
に
、
福
島
県
知
事
以
下
の
県
庁
関
係
の
人
々
に
、
大
学
設
立
の
書
状
を
送
る
よ

う
に
新
島
に
依
頼
し
て
い
る
。
二
度
目
の
依
頼
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
綱
島
は
新
島
の
書
面
を
「
如
何
に
も
不
穏
当
」
と
し
て
、

再
度
書
状
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
綱
島
は
、
今
回
受
け
取
っ
た
も
の
は
前
回
と
大
き
く
異
な
り
、
筆
力
も
内
容
も
今
ひ

と
つ
で
あ
り
、
有
志
家
の
協
力
を
仰
ぐ
に
は
不
十
分
で
あ
る
、
と
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
綱
島
は
「
設
立
の
旨
意
」
を
手
に
人
々

の
間
を
回
り
大
学
設
立
の
必
要
性
を
切
に
訴
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
導
者
で
あ
る
新
島
か
ら
の
書
状
が
精
気
な
く
意

気
の
上
が
ら
な
い
も
の
で
は
、
自
分
の
活
動
も
そ
の
意
義
が
宙
に
浮
い
た
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
言
う
事
で
あ
ろ
う
か
。

新
島
の
「
精
神
を
吐
露
す
る
書
面
」
が
必
要
な
の
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
書
面
の
中
で
綱
島
は
、「
可
成
丈
御
書
面
の
筆
者
に
御
依
頼
被
下
度
」
と
、
新
島
の
書
面
の
草
案
を
練
る
も
の
が
あ
る
と
い

う
理
解
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
か
ら
、
大
学
設
立
運
動
に
は
草
案
者
、
い
わ
ば
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
が
い
る
、
と

い
う
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
い
え
ば
、「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意｣

の
筆
者
が
徳
富
で
あ
る
こ
と
が
周
知

の
事
実
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
当
時
徳
富
は
出
来
る
限
り
の
協
力
を
し
て
い
た
が
、
当
然
な
が
ら
す
べ
て
の

こ
と
に
於
い
て
新
島
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ダ
ッ
ド
レ
ー
宅
に
い
た
新
島
が
、
こ
の
綱
島
の
書
簡
を
読
み
、
再
度
筆
を

取
っ
た
の
が
、
次
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
。
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六
七

粛
啓　

未
タ
拝
芝
之
栄
を

蒙
ら
さ
る
モ
茲
ニ
懇
々
々
難
訴

事
件
有
之
敢
而
一
書
奉
呈

仕
候
間
セ
ン
越
之
罪
御
免
可
下
度
候

陳
者
小
生
事
明
治
八
年
京
都

ニ
於
而
同
志
社
ト
称
ス
ル
一
社
ヲ
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
織
し
組
織
し

一
之
私
立
英
学
校
ヲ
開
□
致
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

爾
来

多
分
之
青
年
ヲ
薫
陶
致
し

参
候
処
近
来
ニ
至
り
遂
々
盛
大
ニ

相
成
リ
吾
人
を
し
て
遂
ニ
隴
ヲ
得
テ

蜀
を
望
む
の
感
を
起
さ
し
め

昨
年
十
一
月
中
諸
大
新
聞
を
以
而

私
立
大
学
之
旨
趣
書
ヲ
公
然

発
表
致
し
今
真
之
人
士
ニ

訴
へ
其
賛
翊
を
仰
候
間
貴
下
ニ
も

定
テ
御
承
知
之
事
ト
ハ
存
得
共
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六
八

尚
一
書
を
呈
し
小
生
之
衷
情
を

吐
露
仕
候
は
他
な
し
民
力
を

以
而
一
大
学
を
設
立
し
有
為

活
潑
之
青
年
ヲ
養
成
し

我
カ
邦
家
千
百
年
之
大
計
ヲ

立
ツ
ル
ヲ
以
テ
小
生
畢
生
之
志
願
ト

致
居
候
間
貴
下
ニ
モ
此
挙
を

御
賛
翊
被
下
旦
廣
ク
御
知
人
中

又
財
産
家
を
も
御
誘
導
其

賛
助
を
御
促
し
被
下
候
様
悃

願
之
至
ニ
不
堪
候
尤
御
地
ニ
於
而

小
生
之
友
人
綱
島
佳
吉
ト

申
者
右
大
学
之
為
頻
ニ

尽
力
致
し
呉
候
間
詳
細
ノ
処
ハ

　
　
　
　
［
人
］

宜
し
く
同
氏
よ
り
御
聞
取
被
下
度

奉
希
候
右
御
依
頼
迄
得

貴
意
度
如
此
也
敬
白
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六
九

福
島
之
有
志
家
ニ
送
ル

書
状
之
下
書
ナ
リ

四
月
十
三
日

冒
頭
、「
未
タ
拝
芝
之
栄
を
蒙
ら
さ
る
モ
茲
ニ
懇
々
々
難
訴
事
件
有
之
敢
而
一
書
奉
呈
仕
候
間
セ
ン
越
之
罪
御
免
可
下
度
候
」、
す

な
わ
ち
、
ま
だ
お
目
に
掛
か
る
前
に
、
書
面
を
さ
し
上
げ
ま
し
た
が
、
彼
是
し
て
ほ
し
い
と
切
々
と
訴
え
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
、
ご

迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
許
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
趣
旨
の
書
き
出
し
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
同
志
社
英
学
校
を
設
立
し
そ
れ
が
盛

況
と
な
り
、
今
度
は
大
学
設
立
に
向
け
て
活
動
し
て
お
り
、
国
家
の
た
め
に
役
に
立
つ
人
材
を
育
て
た
い
、
と
い
っ
た
内
容
が
続
く
。

こ
の
書
簡
の
下
書
き
が
な
ぜ
徳
富
の
手
元
に
残
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
同
年
四
月
二
十
九
日
の
徳
富
宛
の
新
島
書
簡
に

よ
る
と
、
徳
富
は
神
戸
に
滞
在
し
て
お
り
新
島
も
「
御
来
着
を
奉
待
上
候
」
と
徳
富
と
の
面
会
を
待
っ
て
い
る
（『
全
集
』
四　

六

二
五
書
簡
）。
二
十
一
日
か
ら
井
上
馨
に
面
会
し
、
大
学
設
立
の
協
力
を
さ
ら
に
依
頼
し
て
い
た
新
島
で
あ
る
が
、
そ
の
際
新
島
と

の
連
絡
係
と
し
て
動
い
て
い
た
の
は
徳
富
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
緯
を
考
え
る
と
、
本
書
簡
下
書
き
を
、
近
い
時
期
に
徳
富
に
渡
す
タ

イ
ミ
ン
グ
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
月
五
日
時
点
で
の
綱
島
か
ら
の
依
頼
に
あ
る
県
の
役
人
の
リ
ス
ト
は
、
県
知
事
で
あ
っ
た
山
田
信
道
が
筆
頭
者
で
あ
っ
た
（『
全

集
』
五　

四
三
二
頁
参
照
）。
山
田
信
道
は
肥
後
熊
本
藩
士
で
あ
り
、
後
に
明
治
政
府
に
出
仕
し
た
。
山
田
は
か
つ
て
勤
皇
党
で
活

動
し
た
尊
王
攘
夷
派
で
あ
り
、
幕
府
側
に
捕
ら
え
ら
れ
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
が
よ
く
耐
え
た
話
が
残
っ
て
い
る（

（
（

。
明
治
政
府
の
官
職

を
歴
任
す
る
中
で
も
、
勤
皇
の
志
士
と
し
て
の
面
目
を
保
っ
て
い
た
と
語
ら
れ
る
山
田
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
が
同
志
社
大
学
設
立

運
動
に
ど
の
程
度
関
心
を
抱
き
得
た
か
は
残
念
な
が
ら
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。



徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
新
島
書
簡
・
文
書
に
つ
い
て
―
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
資
料
よ
り

七
〇

本
稿
の
【
四
】
で
取
り
上
げ
た
書
簡
に
は
、
福
島
で
の
大
学
設
立
募
金
活
動
の
対
策
が
書
か
れ
て
い
る
。「
貴
兄
よ
り
直
接
ニ
御

知
人
ニ
御
依
頼
之
為
、
更
ニ
後
藤
伯
之
書
状
ヲ
御
申
受
ケ
御
遣
し
被
下
而
は
如
何
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
御
知
人
」
が
綱
島

で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
二
月
以
降
に
新
島
は
徳
富
と
直
接
話
す
機
会
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、
再
度
の
綱
島
の

書
簡
依
頼
に
は
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
と
い
っ
た
感
が
な
い
と
も
言
え
ず
、
実
際
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
気
が
向
か
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
新
島
は
求
め
に
応
じ
て
再
度
下
書
き
を
書
い
た
。
こ
の
書
の
筆
致
は
勇
壮
な
も
の
で
は
な
く
、
面

識
の
な
い
人
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
た
め
個
性
的
な
文
章
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
淡
々
と
仕
事
を
こ
な
す
新
島
の
静
か
な
気
持
ち

が
感
じ
取
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
週
間
後
、「
実
に
功
名
心
を
以
而
充
塞
せ
る
空
気
之
上
ニ
飛
揚
し
て
之
を
眺
む
れ
ハ
、
面
白
く
も

あ
り
、
お
か
し
く
も
あ
り
」「
真
理
ハ
全
く
其
力
を
失
ハ
す
」（
新
井
毫
宛　

明
治
二
十
二
年
四
月
二
十
日　
『
全
集
』
四　

六
一
九

書
簡
）
と
、
書
簡
に
朗
ら
か
に
書
く
新
島
に
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
綱
島
の
熱
心
も
徳
富
の
野
心
も
、
そ
の
懐
の
中
に
小
さ
く
折
り
た

た
ま
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
六
】
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
五
月
五
日
『
全
集
』
四　

六
三
三
号
書
簡　

徳
富
久
子
宛

こ
れ
は
す
で
に
『
全
集
』
に
収
録
が
あ
る
も
の
だ
が
、
全
集
に
は
封
書
に
書
か
れ
た
文
字
の
採
録
は
な
く
、
こ
の
書
簡
の
趣
旨
を

再
度
確
認
す
る
た
め
全
文
を
再
掲
す
る
。
本
文
は
ほ
ぼ
『
全
集
』
に
あ
る
と
お
り
で
あ
り
、
若
干
の
異
同
は
太
字
で
示
す
。

徳
富
御
母
上
様

金
子
入　
　

田
中
君
ニ
託
ス
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七
一

　
　
　

京
都

　
　
　
　
　
　

新
島
襄

一
筆
申
上
候
先
日
御
帰
京

之
節
御
願
申
上
度
存
し
居

遂
ニ
失
念
仕
候
間
此
度

熊
本
之
田
中
賢
道
君

御
東
上
被
成
候
間
同
君
ニ

御
願
ひ
申
兼
て
御
約

致
し
候
付
貴
会
建
築
費

之
分
と
し
て
金
十
円

又
別
ニ
五
円
差
上
候
間

是
者
鶴
田
三
郎
君

之
学
費
と
し
て
同
君
へ

御
渡
被
下
候
様
奉
願
上
候

先
般
来
御
越
之
処

私
も
留
守
ニ
て
甚

御
無
礼
い
多
し
居
何
と
も
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七
二

不
本
意
之
至
ニ
奉
存
候

先
日
ハ
猪
一
郎
君

御
出
被
下
彼
是
同
志
社

之
為
御
配
慮
被
下
候
条

小
生
ニ
取
リ
而
ハ
巨
大
之

力
と
存
候
甚
難
有

奉
存
候
右
者
御
左
右
伺
度

早
々
以
上

五
月
五
日　
　
　
　
　
　
　

新
島
襄

徳
富
御
北
堂
様

乍
憚
一
敬
大
人
初
御
一
統
ニ

宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
奉
希
候

文
中
に
あ
る
熊
本
の
田
中
賢
道
と
は
、
熊
本
肥
後
の
医
家
の
出
で
、
自
由
新
聞
記
者
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
師
で
あ
る
竹
崎
茶

堂
の
妻
竹
崎
順
子
は
徳
富
の
伯
母
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
明
治
二
十
二
年
五
月
は
、
徳
富
久
子
が
尽
力
し
発
足
さ
せ
た
、

熊
本
女
学
校
が
校
舎
を
新
築
し
た
と
き
で
あ
る（

（1
（

。
田
中
賢
道
は
、
こ
の
女
学
校
の
運
営
を
助
け
て
い
た
。
熊
本
女
学
校
は
、
発
足
当

時
は
熊
本
女
学
会
と
い
い
、
明
治
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
に
は
熊
本
英
学
校
付
属
女
学
会
と
し
て
認
可
が
下
り
て
い
た
。
舎
監
に
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は
竹
崎
順
子
が
就
い
た
。
新
島
が
「
貴
会
建
築
費
之
分
」
と
述
べ
具
体
的
な
金
額
を
記
入
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
女
学
校
の
新
築
校

舎
へ
の
寄
付
金
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
来
て
頂
い
た
の
に
留
守
に
し
て
大
変
失
礼
し
た
、
先
日
は
徳
富
が
来
た
、
と
新
島
は
述
べ

て
お
り
、
徳
富
家
と
熊
本
女
学
校
に
関
係
す
る
人
々
は
こ
の
と
き
、
東
京
、
京
都
、
熊
本
を
行
き
来
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

封
書
の
宛
名
の
横
に
「
金
子
入　

田
中
君
ニ
託
ス
」
と
あ
る
現
金
は
、「
鶴
田
三
郎
君
之
学
費
」
で
あ
り
、
鶴
田
に
渡
し
て
く
れ

る
よ
う
に
新
島
は
書
い
て
い
る
。
鶴
田
三
郎
は
こ
の
と
き
霊
南
坂
教
会
で
活
動
し
て
い
た
。
鶴
田
は
教
会
合
同
問
題
の
紛
糾
に
際
し

て
、新
島
の
意
図
に
沿
っ
て
合
同
反
対
派
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、そ
の
経
緯
を
連
絡
す
る
中
で「
小
子
儀
無
事
勉
学
罷
在
候
」（
明

治
二
十
二
年
七
月
三
日
、『
全
集
』
四　

六
四
四
書
簡
）
と
勉
学
を
続
け
て
い
る
旨
報
告
し
て
い
る
。

【
七
】
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
十
一
月
『
全
集
』
四　

七
六
〇
号
書
簡　

徳
富
猪
一
郎
宛

本
書
簡
は
、
巻
物
の
末
尾
に
置
か
れ
、
国
民
新
聞
社
の
用
箋
に
徳
富
が
書
い
た
メ
モ
が
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
徳
富
の
メ
モ

を
読
む
と
、
明
治
二
十
三
年
一
月
、
新
島
が
逝
去
す
る
直
前
に
大
磯
で
し
た
た
め
た
も
の
の
様
に
思
え
る
が
、
書
簡
の
内
容
か
ら
見

る
と
、
前
年
の
十
一
月
に
書
い
た
も
の
と
分
か
る
。『
新
島
先
生
書
簡
集
』
で
は
、
明
治
二
十
二
年
十
一
月
の
書
簡
と
し
て
、「
新
島

在　

群
馬
縣
前
橋
神
前
町　

關
農
夫
雄
方
」「
徳
富
在　

東
京
々
橋
日
吉
町
廿
番
地　

民
友
社
」
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
翻
刻
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
宛
名
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
回
判
明
し
た
宛
名
と
と
も
に
以
下
に
全
文
を
掲
載
し
徳
富

の
添
え
書
き
と
と
も
に
考
察
し
た
い
。

徳
富
猪
一
郎
賢
兄

新
島
襄
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七
四

松
方
大
臣
へ
御
依
頼

被
下
度
分

一
過
日
来
三
井
之
西
村

寅
四
郎
氏
ヘ
面
会
之
上
三
井

一
統
ヨ
リ
ハ
敝
社
大
学
へ
金

三
千
円
（
是
ハ
大
坂
之
住
友
氏
よ
り
ノ

　
　
　
　

寄
附
金
ト
同
額
ト
申
込
候
）

寄
附
被
致
旨
依
頼
仕
置
候
間

其
成
否
不
相
定
前
松
方

大
臣
よ
り
一
寸
御
一
言
或
ハ

御
一
書
な
り
被
下
置
度
候
事

尤
西
村
氏
ヘ
ハ
兼
て
京
都
府

知
事
北
垣
氏
よ
り
度
々
申
込

置
呉
候
得
共
決
セ
ン
ト
シ
テ
未
タ

決
セ
ス
小
生
ニ
モ
大
ニ
心
配
致
居
候

一
去
十
二
十
三
日
両
日
間
横
濱
ニ
於
而

一
二
之
資
産
家
に
寄
附
之
義
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七
五

相
頼
ミ
候
処
先
茂
木
惣
兵
衛

原
善
三
郎
等
之
寄
附
額
を

取
極
む
へ
し
去
れ
ハ
我
等
も
応
分
之

寄
附
ハ
可
仕
と
迄
申
居
候
間
右
之

両
人
又
其
外
之
御
心
當
之
者
へ

御
話
し
置
被
下
候
而
金
額
等

相
定
候
ハ
ヽ
他
も
其
例
ニ
傚
ヒ

応
分
之
寄
附
可
仕
又
来
月
ニ

入
候
ハ
ヽ
逐
々
歳
末
ニ
近
寄

為
メ
ニ
不
都
合
を
可
生
候
間
可
成
丈

本
月
中
ニ
も
何
ニ
と
か
御
奨
励

相
成
候
ハ
ヽ
至
極
ト
存
候
事

一
宇
津
宮
之
河
村
傅
藏
氏
ヘ
モ

松
方
大
臣
よ
り
御
奨
励
被
下
度
候
事

（
国
民
新
聞
社
用
箋
に
書
か
れ
た
徳
富
の
字
に
よ
る
メ
モ
）

大
磯
ニ
於
け
る
先
生
の
□
□
也

大
磯
病
中
の
筐
裏
ニ
あ
り
、
未
だ
送
る
ニ
及
ハ
ス
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し
て
先
生
死
せ
る
也

こ
の
書
簡
（
下
書
）
の
冒
頭
で
新
島
は
、
西
村
寅
四
郎
に
面
会
を
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
同
志
社
大
学
設
立
募

金
日
誌
」
に
「
十
一
月
八
日　

西
村
寅
四
郎
氏
を
訪
フ
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
事
項
で
あ
る
（『
全
集
』
五　

四
七

四
頁
）。
新
島
は
、
西
村
に
直
接
会
っ
て
三
井
か
ら
の
寄
付
金
の
話
を
し
た
の
に
何
も
具
体
的
な
動
き
が
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

続
い
て
十
一
月
十
二
、
十
三
日
に
は
、
横
浜
で
の
募
金
活
動
を
行
っ
た
旨
を
述
べ
て
お
り
、「
募
金
日
誌
」
に
は
、「
是
よ
り
着
手
ス

ベ
キ
分
」
と
し
て
「
河
村
伝
蔵　

宇
都
宮
」「
茂
木
惣
兵
衛
」「
原
善
三
郎
」
の
名
が
見
え
る
（『
全
集
』
五　

四
七
五
頁
）。
ま
た
、「
来

月
ニ
入
候
ハ
ヽ
逐
々
歳
末
ニ
近
寄
為
メ
ニ
不
都
合
を
可
生
候
」
と
、
次
月
に
は
歳
末
が
近
づ
く
た
め
に
寄
附
金
の
話
が
動
き
に
く
く

な
る
と
心
配
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
書
簡
は
十
一
月
十
三
日
以
降
、
月
末
が
近
づ
く
ま
で
に
し
た
た
め
ら
れ
た

も
の
と
分
か
る
。

こ
の
書
簡
の
特
徴
は
、
書
に
力
が
な
く
、
新
島
の
字
で
は
あ
る
が
こ
の
時
期
に
徳
富
に
送
ら
れ
た
書
簡
の
字
体
と
様
子
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
口
絵
参
照
）。
新
島
の
体
調
の
悪
さ
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
新
島
は
十
一
月
十
六
日
、
東
京

元
数
奇
屋
丁
の
成
瀬
宅
よ
り
徳
富
に
直
接
書
簡
を
届
け
さ
せ
た（

（1
（

。
昨
日
是
非
会
い
た
か
っ
た
の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣

教
師
の
ゲ
ー
ン
ズ
の
帰
国
の
た
め
横
浜
に
出
て
お
り
、
せ
っ
か
く
来
て
く
れ
た
の
に
不
在
で
残
念
で
あ
っ
た
、「
尤
御
相
談
を
要
し

候
は
例
之
松
方
大
臣
之
事
也
」（『
全
集
』
四　

七
四
六
書
簡
）
と
書
い
て
お
り
、
松
方
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
、
す
ぐ
に
で
も
相

談
し
た
い
様
子
で
あ
る
。
同
時
に
体
調
の
悪
さ
を
示
唆
し
て
お
り
、
喉
に
痛
み
が
あ
り
「
昨
夜
は
少
し
発
汗
も
有
之
旁
今
朝
ハ
尚
床

中
ニ
伏
し
居
、
床
中
ニ
而
種
々
思
考
仕
居
候
」
と
、
夜
は
汗
が
で
て
朝
起
き
て
も
し
ば
ら
く
布
団
の
中
に
い
て
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い

た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
す
ぐ
あ
と
に
、
徳
富
は
新
島
を
訪
ね
た
。
同
日
の
書
簡
に
新
島
が
「
過
刻
ハ
御
来
訪
難
有
奉
謝
候
」
と
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書
い
て
い
る
通
り
で
あ
る
（『
全
集
』
四　

七
四
七
書
簡
）。

本
書
簡
は
、
十
五
日
の
夜
か
十
六
日
に
、
新
島
が
書
に
し
た
が
、
す
ぐ
に
徳
富
が
来
た
の
で
用
件
は
口
頭
で
済
ま
し
、
書
面
が
手

元
に
残
っ
た
と
考
え
る
と
自
然
な
成
り
行
き
に
見
え
る
。
十
一
月
二
十
三
日
に
は
、
松
方
と
面
会
し
た
新
島
が
そ
の
日
の
う
ち
に
徳

富
に
宛
て
て
書
簡
を
出
し
、
資
産
家
へ
の
寄
付
金
依
頼
に
つ
い
て
松
方
か
ら
の
協
力
の
約
束
を
取
り
付
け
た
旨
報
告
し
て
い
る
。「
小

生
よ
り
資
産
家
ヲ
指
名
候
ハ
丶
我
輩
心
当
之
人
ニ
な
り
又
他
ニ
も
広
く
談
ス
ル
積
な
り
と
被
申
候
」、「
小
生
よ
り
横
浜
之
方
ヲ
少
し

急
キ
呉
レ
ト
願
ヒ
［
候
］
ハ
丶
心
得
タ
リ
ト
被
申
候
」（『
全
集
』
四　

七
五
一
書
簡
）
と
、
松
方
は
心
当
た
り
の
資
産
家
に
話
を
し

て
み
る
、
横
浜
の
方
の
資
産
家
の
こ
と
も
了
解
し
た
、
と
新
島
に
返
事
を
し
て
い
る
。
徳
富
が
松
方
大
臣
へ
は
新
島
が
直
接
話
す
の

が
よ
い
、
と
い
う
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
報
告
も
納
得
が
い
く
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
書
簡
（
下
書
）
が
書
か
れ
た
と
き
の
新
島
は
元
数
奇
屋
丁
の
成
瀬
方
に
い
る
こ
と
に
な

り
、『
新
島
先
生
書
簡
集
』
に
書
か
れ
て
い
る
居
所
は
正
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
旦
明
治
二
十
二
年
十
一
月
の
書
簡
で

あ
る
と
『
書
簡
集
』
で
紹
介
し
て
い
る
書
面
に
つ
い
て
、
な
ぜ
徳
富
が
「
大
磯
病
中
の
筐
裏
ニ
あ
り
、
未
だ
送
る
ニ
及
ハ
ス
し
て
先

生
死
せ
る
也
」
と
書
付
け
た
の
か
い
さ
さ
か
腑
に
落
ち
な
い
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
新
島

逝
去
後
、
徳
富
へ
の
宛
名
が
書
か
れ
て
い
た
た
め
に
、
新
島
の
家
族
の
誰
か
か
ら
徳
富
に
渡
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
確
実
だ
ろ

う
。
そ
の
際
徳
富
が
メ
モ
を
残
し
た
と
す
れ
ば
、
一
目
見
て
こ
の
書
が
他
の
自
分
宛
の
書
簡
と
異
な
り
筆
力
の
失
わ
れ
た
様
子
で
あ

る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、「
大
磯
病
中
」
と
書
き
付
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
若
い
頃
で
あ
れ
ば
、
新
島
の
信
頼
に
精
一
杯
応

え
よ
う
と
し
て
い
た
徳
富
の
気
概
が
、
新
島
が
自
分
宛
に
書
い
た
も
の
で
あ
れ
ば
必
ず
手
渡
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
書
が

手
渡
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
病
の
た
め
だ
と
思
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
松
方
と
の
話
し
合
い
は
新
島
が
行
っ
た
た
め
、
徳
富
は
書

面
の
詳
細
ま
で
は
思
い
至
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
近
く
経
っ
て
改
め
て
書
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簡
集
編
纂
の
た
め
内
容
を
精
査
す
る
と
、
松
方
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
病
中
の
新
島
の
書
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
上
州
へ
の
募
金
運
動
が
体
調
不
良
で
挫
折
し
た
時
期
の
前
橋
の
逗
留
先
の
住
所
が
居
所
と
し
て
記
載
さ
れ
た
と
す
れ
ば
納
得
が

い
く
。
同
年
十
一
月
二
十
五
日
付
の
松
方
宛
の
書
簡
の
下
書
は
徳
富
の
手
元
に
残
っ
て
い
た
が
、
そ
の
書
簡
で
新
島
は
上
州
へ
の
旅

立
を
報
告
し
て
い
る（

（1
（

。

以
上
、
成
簣
堂
文
庫
に
残
さ
れ
た
新
島
書
簡
、
文
書
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
書
簡
、
文
書
類
は
、
郵
送

さ
れ
た
も
の
の
外
に
届
け
ら
れ
た
も
の
も
多
く
、
徳
富
の
母
久
子
と
の
交
流
も
あ
り
、
新
島
の
病
へ
の
懸
念
も
あ
り
、
新
島
と
徳
富

と
の
師
弟
の
親
密
な
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
文
書
群
を
、
徳
富
が
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
た
後
で

読
む
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
見
え
る
晩
年
の
新
島
の
面
影
と
二
人
の
親
密
さ
に
つ

い
て
は
、
長
く
心
に
鮮
明
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
注
）

（
１
）
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
の
新
島
書
簡
等
文
書
に
は
、
新
島
先
生
書
簡
二
巻
に
表
装
さ
れ
て
収
め
ら
れ
た
も
の
お
よ
び
書
簡
草
稿
一

通
が
あ
る
。
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
の
は
巻
物
二
巻
に
収
め
ら
れ
た
中
で
、『
同
志
社
談
叢
』
三
十
六
号
に
あ
る
拙
稿
、「
徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
新
島
書
簡

草
稿
に
つ
い
て
―
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
資
料
よ
り
」
で
取
り
上
げ
た
以
外
の
書
簡
、
文
書
類
す
べ
て
で
あ
る
。
徳
富
が
成
簣
堂
文

庫
を
石
川
武
美
に
譲
渡
し
た
の
は
、
戦
争
末
期
の
こ
と
で
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
他
、
巻
物
を
入
れ
た
箱
に
封
筒

に
入
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
、
大
江
頼
之
助
宛
書
簡
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
同
志
社
談
叢
』
三
十
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
、「
石
川
武
美
記
念
図
書
館

成
簣
堂
文
庫
収
蔵
大
江
頼
之
助
宛
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て
：
徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
資
料
よ
り
」
に
詳
細
が
あ
る
。

（
２
）
本
稿
で
は
、『
新
島
襄
全
集
』
は
『
全
集
』
と
記
し
、
巻
数
お
よ
び
書
簡
番
号
、
も
し
く
は
頁
数
を
記
す
。

（
３
）
杉
井
六
郎　
「
小
沢
三
郎
編
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
資
料
（
Ｘ
）」、
特
に
二
二
六
―
二
七
頁
を
参
考
の
こ
と
。
以
下
、
本
稿
で
引
用
、
参
照
し
て



徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
新
島
書
簡
・
文
書
に
つ
い
て
―
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
資
料
よ
り

七
九

い
る
明
治
二
十
一
年
の
基
督
教
公
許
の
建
白
書
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
（『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
』、『
朝
野
新
聞
』）
は
こ
こ
か
ら
の

引
用
で
あ
る
。

（
４
）
新
島
の
署
名
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
、『
東
京
日
日
新
聞
』、『
時
事
新
報
』、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
す
べ
て
九
月
二
十
九
日
付
）、
お
よ
び
『
基
督
教

新
聞
（
十
月
三
日
付
）
で
あ
る
。
杉
井　

二
二
五
―
二
六
頁
。

（
５
）
原
文
は
、”A

s you are doubtless aw
are, Japanese Christians are still subject to several inconveniences, som

e of w
hich alm

ost 
am

ount to persecution.” 

引
用
は
杉
井　

二
二
一
頁
よ
り
。
尚
、
こ
の
英
文
の
メ
ー
ル
文
書
の
筆
者
の
一
人
と
し
て
徳
富
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、

徳
富
は
『
朝
野
新
聞
』
に
対
し
て
、「
小
生
は
未
だ
嘗
て
右
様
の
書
状
を
メ
ー
ル
新
聞
に
投
じ
た
る
覚
へ
無
之
候
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
（
杉
井　

二

三
七
頁
）。

（
６
）
植
木
枝
盛
の
日
記
に
、
明
治
十
九
年
七
月
の
項
に
徳
富
の
名
が
み
え
る
。
二
人
が
会
っ
て
い
る
の
は
合
計
五
日
間
、
最
後
の
日
に
は
植
木
は
徳
富
を

伴
っ
て
片
岡
健
吉
を
訪
ね
て
い
る
（『
植
木
枝
盛
集
』
第
八
巻　

日
記
２　

十
九
頁
）。

（
７
）
徳
富
と
植
木
の
交
際
に
つ
い
て
は
、
高
野
静
子
「
徳
富
蘇
峰
と
植
木
枝
盛
」
を
参
考
に
し
た
。
当
日
の
植
木
の
講
話
に
つ
い
て
は
、「
吾
亦
新
島
、

金
森
二
氏
の
求
あ
る
に
よ
り
生
徒
総
体
に
対
し
て
一
乗
の
演
舌
を
な
す
」（『
植
木
枝
盛
集
』
第
八
巻　

日
記
２　

六
一
頁
）
と
あ
る
。
明
治
十
九
年

五
月
、
高
知
に
お
い
て
は
、
演
説
し
た
あ
と
県
警
に
召
喚
さ
れ
県
内
で
の
弁
舌
差
し
止
め
を
言
い
渡
さ
れ
た
植
木
で
あ
る
が
（
十
六
頁
）、
同
志
社
で

の
扱
い
は
リ
ベ
ラ
ル
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
８
）
原
本
（『
全
集
』
の
文
字
）
と
し
て
記
す
と
、
大
坂
（
大
阪
）、
和
哥
山
（
和
歌
山
）、
負
擔
（
負
担
）
で
あ
る
。

（
９
）『
日
本
名
望
家
逸
事
』
に
山
田
信
道
が
拷
問
を
受
け
た
話
が
あ
る
（
百
十
頁
）。
そ
の
外
、『
地
方
長
官
人
物
評
』
で
は
、
山
田
は
福
島
県
知
事
と
し

て
「
不
評
を
買
ふ
に
至
ら
ず
」
と
の
み
評
さ
れ
て
お
り
、
人
と
な
り
は
「
素
撲
に
し
て
剛
直
、
最
も
勤
皇
の
心
深
し
」
と
さ
れ
て
い
る
（
十
頁
）。

（
10
）
熊
本
女
学
校
に
つ
い
て
は
、
熊
本
市
中
央
区
の
出
し
て
い
る
「
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
中
の
「
城
下
町
く
ま
も
と
散
策
」
に
要
を
得
て
簡
潔
な
紹

介
が
あ
る
。

（
11
）
同
志
社
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
島
遺
品
庫
に
あ
る
新
島
書
簡
の
写
真
に
よ
る
と
、
こ
の
書
簡
に
は
切
手
が
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
「
早
々
御
披
見
」
と

あ
る
。
誰
か
に
届
け
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）
拙
稿
「
徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
新
島
書
簡
草
稿
に
つ
い
て
―
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
資
料
よ
り
」『
同
志
社
談
叢
』
三
十
六
号
に
、
こ

の
下
書
き
の
翻
刻
が
あ
る
の
で
参
照
の
こ
と
。



徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
新
島
書
簡
・
文
書
に
つ
い
て
―
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
資
料
よ
り

八
〇

（
参
考
文
献
）

石
倉
和
佳
「
徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
新
島
書
簡
草
稿
に
つ
い
て
―
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
資
料
よ
り
」『
同
志
社
談
叢
』
三
十
六
号　

二
〇
一

六
年　

六
九
―
一
○
三
頁

石
倉
和
佳
「
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
大
江
頼
之
助
宛
新
島
書
簡
に
つ
い
て
―
徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
資
料
よ
り
」『
同
志
社
談
叢
』
三
十
五
号　

二
〇
一
五
年　

七
三
―
八
八
頁

植
木
枝
盛
『
植
木
枝
盛
集
』
第
八
巻　

日
記　

全
三
巻　

岩
波
書
店　

一
九
九
〇
年

大
岡
力
『
地
方
長
官
人
物
評
』
一
八
九
二
年

熊
本
市
中
央
区
「
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
二
〇
一
六
年
九
月
号

『
國
民
之
友
』
複
製
版　

明
治
文
献
資
料
刊
行
会
編　

一
九
六
六
―
一
九
六
八
年

『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
：
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
』
川
瀬
一
馬
編　

お
茶
の
水
図
書
館　

一
九
九
二
年

杉
井
六
郎
「
小
沢
三
郎
編　

日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
資
料
（
Ｘ
）
―
基
督
教
公
許
の
建
白
―
『
キ
リ
ス
ト
社
会
問
題
研
究
』
三
十
五
号　

二
一
八
―
二

六
七
頁　

一
九
八
七
年

『
成
簣
堂
善
本
書
目
』
蘇
峰
先
生
古
希
祝
賀
記
念
刊
行
会
編　

民
友
社　

一
九
三
二
年

高
野
静
子
「
徳
富
蘇
峰
と
植
木
枝
盛
―
枝
盛
の
書
簡
か
ら
」『
日
本
歴
史
』
第
四
三
一
号　

一
九
八
四
年　

四
五
―
五
九
頁

徳
富
猪
一
郎
『
蘇
峰
自
傳
』　

中
央
公
論
社　

一
九
三
五
年

『
新
島
襄
全
集
』
全
十
巻　

同
志
社　

全
集
編
集
委
員
会
編　

同
朋
舎
出
版　

一
九
八
三
年
―
一
九
九
六
年

『
新
島
先
生
書
簡
集
』
森
中
章
光
編　

同
志
社
校
友
會　

一
九
四
二
年

『
日
本
名
望
家
逸
事
』
富
田
能
次
編　

文
陽
堂　

一
八
九
九
年

謝
辞本

稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
露
口
卓
也
氏
に
翻
刻
に
際
し
て
有
益
な
ご
指
摘
を
頂
い
た
。
同
志
社
社
史

資
料
セ
ン
タ
ー
の
布
施
智
子
氏
、
お
よ
び
小
枝
弘
和
氏
に
は
、
原
稿
に
つ
い
て
お
世
話
に
な
っ
た
。
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。



徳
富
猪
一
郎
旧
蔵
新
島
書
簡
・
文
書
に
つ
い
て
―
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
収
蔵
資
料
よ
り

八
一

石
川
武
美
記
念
図
書
館
の
佐
藤
祐
一
氏
に
は
、
書
簡
の
写
真
の
手
配
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。




